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１．はじめに 

本報では、本工法の仕様別に、加振により躯体床に与える

振動特性を把握するため、前２報で得られた重量床衝撃音、

振動測定結果から、振動特性を分析し、重量床衝撃音レベル

低減量（以下、改善量）・全時間応答インピーダンス（以下、

インピーダンス）・減衰定数に関する関係性を比較考察する。 

２．分析結果 
前２報による結果から、改善量、インピーダンス、減衰定

数について、鋼材の設置組数および上部面材との接合方法が

同様な仕様の試験体（鋼材の材種および本数が異なる）の結

果を抜き出したものを表 1 に示す。表には参考に躯体床素面

と従来型乾式二重床の結果も示す。インピーダンスは、測定

室中央加振時の中央部の全時間応答の 1/1 オクターブバンド

分析での決定周波数の値を示す。減衰定数は対数減衰率を２

πで除したものとした。 

２．１ インピーダンスと床衝撃音の改善量との関係 
インピーダンスと床衝撃音の改善量の関係について、重量

床衝撃源ごと（衝撃力特性１＝バングマシン[以下、ＢＭ]、

衝撃力特性２＝インパクトボール[以下、ＩＢ]）にまとめた

結果を図１に示す。躯体床素面のインピーダンスは、居室①

が 99.4（dB）、居室②が 100.1（dB）である。インピーダン

スの上昇量は、ＩＢの場合、居室①で-0.1～6.8（dB）、居

室②で 1.1～19.2（dB）であり、決定周波数が 63～250Hz の

範囲でばらついた影響で一部大きい上昇量となった。ＢＭの

場合は、居室①で同様に-0.1～6.8（dB）、居室②で 1.1～

7.5（dB）であった。上昇量については、概ね本工法の鋼材

重量および剛性の増加に比例して上昇する傾向がみられた。  

インピーダンスと改善量の相関係数については、重量床衝

撃源がＩＢの場合は全体で 0.6678 とやや相関性が低かった

が、仕上床高さ、幅木の取付状況や鋼材梁の支持スパンなど

の条件の同じ部屋ごとにまとめた場合は、居室①が 0.9234、

居室②が 0.9011 と高い相関性がみられた。ＢＭの場合は、

同様に全体で 0.5896、居室①が 0.9876、居室②が 0.5184 と

相関性がやや低い結果となった。 

重量床衝撃音に対する本工法の特徴は、従来型乾式二重床

が支持脚からのみ躯体床へ衝撃エネルギーを伝達する仕組み

であるのに対し、本工法では、上部面材と躯体床の間に鋼材

を設置し上部面材に固定することで、その衝撃エネルギーの

一部を拘束影響が大きく振動しにくい躯体床端部に伝達させ 

表 1 測定結果一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 インピーダンスと床衝撃音の低減量との関係 
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　(2) 全データ（ＢＭ加振）
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　(3) 居室①データ（ＩＢ加振）

y = 0.935x - 90.552

R2 = 0.9234
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　(4) 居室①データ（ＢＭ加振）

y = 0.5635x - 54.103

R2 = 0.9876
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　(5) 居室②データ（ＩＢ加振）

y = 0.5175x - 50.805
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　(6) 居室②データ（ＢＭ加振）

y = 0.7936x - 78.335

R2 = 0.5184
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設置本数
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ｲﾝﾊ゚ ｸﾄﾎ゙ ﾙー
決定周波数

ﾊ゙ ﾝｸ゙ ﾏｼﾝ
63Hz

居室②躯体床素面 - - - 100.1 100.1 0.0268

従来型(乾式二重床)① 2.8 1.9 101.9 101.9 0.0814

従来型(乾式二重床)② 2.0 3.8 101.2 101.2 0.0599

鋼管設置型① 10 9.5 10.0 4.6 117.2 106.2 0.0663

鋼管設置型② 18 17.1 10.2 7.6 118.2 105.8 0.0603

鋼管設置型③ 6 5.7 3.8 1.5 110.7 104.2 0.0519

アングル設置型④ 6 7.2 130 12.3 8.1 119.3 107.6 0.0286

居室①躯体床素面 - - - 99.4 99.4 0.0371

従来型(乾式二重床)③ 2.0 1.8 99.3 99.3 0.0431

アングル設置型① 10 11.8 7.8 5.7 106.2 106.2 0.0752
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ることで、支持脚から躯体床に入力される衝撃エネルギーを

小さくすることを意図したことである。ＩＢの衝撃力に対し

ては、上部面材の剛性により衝撃エネルギーが分散され、上

述の意図通り衝撃エネルギーの一部は鋼材を介して躯体床端

部に伝達し、加振直下の脚に入力される衝撃エネルギーを小

さく抑えることができたと考えられる。ＢＭの強い衝撃力に

対しては、相関性がやや低くなったが、これは衝撃力が大き

くなることで乾式二重床構造と躯体床の間の空気の空気層の

弾性による空気加振の影響 1）が大きくなったことが要因の一

つと推察される。 

２．２ インピーダンスと減衰定数 
 インピーダンスと減衰定数の関係について、まとめた結果

を図２に示す。躯体床素面の減衰定数は、居室①が 0.0371、

居室②が 0.0268 である。参考文献では、積載荷重が大きく

なるにつれて減衰定数が大きくなる傾向があることが報告さ

れている 2）が、本工法の設置により減衰定数は、居室①は

0.0428～0.0752、居室②は 0.0286～0.0814 と躯体床素面に

対してそれぞれ上昇がみられたものの、上昇量と本工法の鋼

材重量との関係に傾向はみられなかった。 

インピーダンスと減衰定数の相関係数については、インピ

ーダンスは 63Hz の値で算出した。施工室別に使用鋼材種が

同じ仕様の試験データで相関をみた場合、居室①で 0.9341、

居室②で 0.944 と相関性が高かったが、全体では 0.0116 と

低く、また、本工法のみのデータに絞って相関をみた場合、

0.0149 と相関性はみられなかった。減衰定数の値自体が通常

のＲＣ躯体床の値（約 2.5～3.0％）3）よりやや大きな値にな

った理由として、隣接躯体床の固有振動数の影響を受けると

の報告 4）や積載荷重の小さい場合においては躯体床の損傷程

度（ひびわれなど）に強く支配されているとの報告 5）による

影響も挙げられる。しかし、同一躯体床で値が大きくばらつ

いていることから、本来影響しにくい上部仕上材の重量等が

厚さ 110 ㎜ の薄い躯体床の減衰定数に影響を及ぼしている

と推察される。 

３ まとめ 
 以上の結果から、決定周波数における全時間応答インピー

ダンスと重量床衝撃音レベル低減量の関係については、本工

法が力の分散・伝達に寄与し有効に機能することが推察され、

概ね重量および剛性の増加に比例して改善量が上昇すること

が確認できた。一方、全時間応答インピーダンスと減衰定数

の関係については、全時間応答インピーダンスとの相関はみ

られず、減衰定数への影響については今後の課題としたい。 
 本工法が重量衝撃音の改善に一定の効果があり、躯体床厚

さの薄い建物のリニューアルに有効なこと、躯体床端部に衝

撃エネルギーを流す鋼材梁の有効性が確認できた。本工法は、

まだ不明確な部分も多く残されていることから、今後は今回

の試験結果をふまえ、更にデータを蓄積・分析し、最適な工 

法確立を目指したいと考える。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 インピーダンスと減衰定数 
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　　　(3) 居室①データ
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　　(5) 居室②データ
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　　(6) 居室②データ（鋼管仕様のみ）
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　　(4) 居室①データ（ｱﾝｸﾞﾙ仕様のみ）
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　　(2) 全データ（本工法）

y = -0.0016x + 0.224

R
2
 = 0.0149

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

0.070

0.080

0.090

0.100

98 100 102 104 106 108

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ（dB）

減
衰

定
数

■：鋼材にアングルを使用
●：鋼材に鋼管を使用

―212―


